


＿航海平軸獲細別55貫・1兵馬臥

ノ　／1ヽ

醐獲高ヒラメ557貰・タコ弧カレイ587貰・ホウポウ121臥カナガシラ60臥

航海教35航海　漁網回敢3娼回

ェィ那01貫・アンコウ11帽・タイ仔楓其の他151貰

第1脚10月26日小名浜脚渇沖曜脚紗ネ聯投網咽に小名浜入港・漁

第2，卿御9，11，13・1脚海とも官抑ら久の浜四ツ継室る脚区泄したが
漁獲脚慨し頭抑ホウポウ・ヒラメ等の漁獲が大部分で・一脚均爛漫高は10月
1那射1日105貫・12月265臥1膵5那好捕は見られ静つた0
紳抑20，23・27，28，29・32，33，3購脚那酬海区を脚たが暗礁多く調査意
の如くたらす曳網中岡の脚る事多く・漁獲物はヒラメ、†ガレイ、エイ蕪の漁獲が主で一蹄

李鵬脚は1用紙1月3吼2月楓3円卿好漁幽かつた〇
第5航海11伸、爾港賂小名脚脚を脚嗣12回に勝つ・ヒラメ・其

紳12脚会副食海区齢第10航海は投網3回にてヒラメ・タイ仔・其の他4帽の

紗あっ如；・射桝ヒラメ、ヤナギムシガレイ・7ソコウ・タイ仔其の他61賃の脚

本脚魚鱗の移動期笹当欄回酢比して不漁であった○

糾15，16・17，21・22・2脾31・35脚大洗柳醐沖に量る海宙敵いづれもヒ
ラメ、マガレイ等のぬ漁獲が多く玉田沖では12帥ら耶泄イルイの脚脚た。．爪‖1日ご亡－1白1鮎ほし2日20臥3月鋪・貫であった○

















．‾4．生　態　調　査

二郎・方　　法　海直別、月別の漁獲物の組成を調査し更に重要魚種について其の大小を選別

する事たく約罰尾を宮坂少して体長、体重、貿臥性別、生殖晩　熟香等

を調査した。

く準囁）A　海南十・・・富岡木戸沖より久之溝四ツ倉沖に重る海区

B　海底…・・・小名浜、卒渇沖合海軍

C　海囁・‥…会調沖合海国

D　梅垣……磯崎，那珂湊．戯浜沖合海区

E　海甚・・…・玉田沖合海国

体長問を……吻端上■り背椎骨の末端までの長さ

生熱度測定基準記号

a…未熟卵粒不透明にして卵陛卵巣とも忙中なるもの

b…半勲卵最中に透明卵を認めざるも卵拉大なるもの

C…成熟卵巣中に透明卵を認めるもの

d…完熟殆ど全部が透明卯のもの

e…放卵

ラ　　　　メ

ガ　レ　イ

イ　シ　カ■　レ　イ

マ　　ガ　　レ　　イ

ヤナギムシガレイ

ノヾ　ノて　ガ　レ　イ

メ　イ　タ　ガ　レ　イ

ホ　　　ウ　　　ポ　ウ

カ　ナ　ガ　シ

チ　　　　ク◆

測定魚種名

ParAlichthysolivaceus Temminck et Schlegel

Eopsetta grigor5ewiHerzenstein

Xareius bico70ratuS Basilewsky

Limanda angustirostris Eitahara

Tanakius kitaharaeJordan et Starks

Microstomus achneJordan et Starks

敏尾
6
5
　
2
5

定
3
　
1

測

PlenronidlthysCornutrS（Te7nminek et致ニhlegel）　12

Chelialoniehthyskumu（LesionetGarnot）　　　　217

Ljndalrigla mieroptera gunlher　　　　　　　　　　　182

ETynnisJaⅨ）nicus Tanaka lll

（2）成　熟　度　に　つ　い　て

本調査期間を通じて採集された資料は大部分成熟度aが多くなっているが、其の中でも粂部aの

ものはカナガシテ、bを：若干混ずるものはヒラメ、Cを混するものは＿ムシガレイ、†ガレイ、ホウポ

ウ、チダィ、d，e等各員異なった成熟度を混するものはイシガレイ、ヤナギムシガレイである○

雌雄の混合割合は各海区共に雌が多いのが一般的傾向であるが、ホウメウは椎が多くならている○

ヒラメ：各海区を通じaが大部分で其のうち1割～2割がbとなっている。雌雄の混合割合はA海

区に於ては雌が多く、C海区に於てば若干雄の方が多く見られた。

†ガレイ：A海囁11月はbが一番多く、次いでC，aとなって屠り、12月はaが4割、Cが〇割で、b妊

なかった。又E梅園はa4割．b6割で各海区ともbが多く、其の女がCで雌雄の混合割合はA海

区11月及び　E海区は雌が多く、A海区12月は雄が多く見られた。

イシガレイ：A海区はb，Cが多く同比率でaが的1割5分紋であるoD海港はdなるも中が多く、

淡い一囁a，Cとなって居か．又E海区は全部がEでイシガレイは全般的に見て成熟し上した。雌椎

（鋸）



の鵡倉割合妊A，E海区は雌が多くD海区は雉が大部分である。

三・五かガ∨イ：A海区は全部がa，D海区、2月妊■bが大略欄・aが佃HL3月はaが多く知がCで

嶋恥串、bとなっている。何れも雌が大部分で樵は少ない0

ヤナギムシガレイ：各港圧を通じ成熟度は一定して居らず・A海区11月はa，b・C，dと各異なった

成熟度のものを混合して居か、b，Cが多く・次いでa・dとなっている012月はaとCが2封1の割

合でb妹たちC海匠はeとdが1対2の割合であるoE海区は全部bで雌雄混合割合は雌が大部分

で金海区を通じ測定見放27島中椎は4尾であった○

ホウメウ：A海区だけしか調査出奔なかつたが若干魚が多く、aが其の大部分を占め次いでb・Cとな

って居り雄が若干多い○

ヵナガシラ：A，C海区とも全部aで其の他は見られなかった○雌雄混合割合はA海国は軌C海官

は雌が多い○

チダイ：aを示すものが多く、A海軍はCが2割5分、C温直はbが2割で其の他はなく雌雄混合割

合はA海区は雌、C海図は雄が多くなっている○

周食　性　に　就　い　て

全般にいって見ると胃の内容物妊小甲敦類が多く見受けられ特にA海官が目立っている○殆ど

全魚類の幼魚は小甲殻類を食して居れ又成魚とたってもホウポウ・ムシガYイ・カナガンラ等は

之を主食としト又他魚類の成魚も可成り食している点極めて重要なものである。

魚類ではネグッポ（Cal】ionymuslunatusT・＆S・）カナガシラ（Lep血trfglamicropteraG■・）

の幼魚が多く拝食されているととが堤目すべきで・ヒラメ、マガレイ等の成魚に多く其の他に於で

も少なからず現れている。又イワシ（Sardiniameranosticta，）．アジLTrqChurusjaponicus，）

ィヵ等の混食も多く見られ「空虚なさの」も案外に多く特にA海区に目立って見られた。

（32）

：てこも　　1ゼ車




